
留萌市新交流複合施設
基本構想における導入機能
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基本構想における新交流複合施設整備の基本的な考え

（１）基本コンセプト

・多くの市民が利用でき、自分のやりたいことを叶える場所
・留萌の新たなランドマークとなる場所
・施設で気軽に滞在でき、行ったついでにまちなかを利用し、バスなど交通機関の待ち時間に利用できる場所
・地域を支える連携する拠点（行政、経済・まちづくり、防災）

多機能・多目的ホール

文化､催事､結婚式､発表会､
小音楽会､コンベンション､
会議､ビアパーティーなど

会議室(兼用)

多用途・フレキシブルな利用､
スタジオ､オンライン設備､
庁舎会議室との兼用

庁舎機能

一部､窓口サービス等
(市民・社会教育活動支援)

ホール機能

500席程度､移動式観覧席､本格的な音響
設備､ステージ幅確保､スクリーン配置､
興行に関わる人材育成

子どもの活動を見守る
休憩場所、居場所

カフェ機能 スポーツ機能
船場公園広場の利用・ホール
との連携(軽スポーツ)

防災機能

指定避難所､防災備蓄､災害対策､
緊急避難(ホバリングスペース)

事務所機能

団体入居によりホールなどの
運用管理

バス待合機能
交通結節点

ターミナル機能､市内散策や
回遊ルートの拠点､駐車場

多世代の居場所､子ども達の遊び広場､イートイン､展示､情報交換､
図書機能､屋外で屋根のあるイベント空間､行政窓口の臨時開設

市民が交流できる広場､フリースペース 商活動・金融機関
コンビニ､物販や銀行窓口
(ＡＴＭ)の誘導

展望スペース

市民が市内や港を展望
しながら和める空間

整備イメージ

１ 市民に開かれた、市民目線を重視し、ひとにやさしい施設
２ 市民を守る防災拠点としての施設
３ 環境にやさしい施設
４ 機能性・効率性を重視した施設
５ まちづくりに貢献する施設
６ 市民から愛され、様々な人びとが集まる施設

（２）整備に関する基本方針
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基本構想における新交流拠点を中心とした地区の将来像

船場公園地区には、観光や憩いの場としての提供、新たなアウトドア・アクティビティ拠点施設
への来訪や集客のための空間充実を今後展開の予定。
また、JR留萌駅跡地には、市民が来たくなる場として、新複合施設を整備することで旧JR留萌

駅周辺エリアの再生（にぎわいの再生）を目指すものとする。
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新交流複合施設を中心とした地区の将来像

【地区が担う役割】

・回遊性を持たせ、人の流れを中心市街地に誘導
・潜在的な地域の価値と強みの発揮【産業・港・雇用】【観光・交流】
・安心で安定した暮らしの実現と社会基盤づくり【防災・防犯】【環境・都市基盤】
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基本構想における新交流複合施設の導入機能

※ 各階に配置予定の機能を表しているものであり、高さや面積、規模を表しているものではありません。
来庁者車両、職員用の駐車場は屋外に配置とします。公用車用車庫も同様とします。

階数

Ｒ

階数

Ｒ

交通結節機能

低層階
１階

低層階
１階

駐車場

中層階
3階

中層階
3階

中層階
２階

中層階
２階

高層階
４階

市民交流機能

フリースペース（イベント、展示など）、物販、カフェ、ATM （金融機関）

交通結節機能

（バス待合）

情報発信機能

（市内、地域、

イベントなど）

事務所機能

防災機能
（備蓄倉庫）

コンベンション・ホール機能

大ホール・楽屋・W C・大道具

防災機能（災害対応 ホバリングスペース）

防災機能
（機械室

発電装置）

庁舎機能

（行政サービス、執務室、会議室、相談室、物品庫、印刷室、書庫、休憩室）

庁舎機能

（行政サービス、執務室、会議室、相談室、物品庫、書庫）

庁舎機能
（大会議室 分割可能）

庁舎機能

（総合窓口）

（臨時窓口）

（物品庫）

市
長
室

副
市
長
室

教
育
長
室

議会機能

議場(傍聴席､前室を含む）

議場控室、第１、第２常任委員会室

会派室、議長室、議会事務局

共用部分

階段

エレベーター

通路

W C

各階ロビー

展望スペース

コンベンション・ホール機能

多目的ホール（間仕切可）

小ホール（間仕切可）
会議室中小（間仕切可）

調理室

防災機能
（備蓄倉庫）

各階の機能配置イメージ
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本日議論の対象とする機能


